
～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容

http://www.kta.jp
〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp
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平成29年度税制改正等に関する要望と結果
平成 29 年度税制改正及び予算に関する要望について、県ト協でも県選出の国会議員等に対し要望活動を

行っておりましたが、平成 28 年 12 月 22 日に与党の税制改正大綱（閣議決定）等が決定されました。

平成 29 年度税制改正に関する要望と与党税制改正大綱の結果（速報）

要望事項 平成 29年度与党税制改正大綱の内容　※（ ）内は大綱の該当ページ

１．自動車関係諸税の簡素化・軽
減の実現

（1）一般財源化により課税根拠
を失った軽油引取税の旧暫定
税率廃止

・平成 21 年度税制改正において軽油引取税が一般財源化された際、税率水準の
検討を行ったが、地球温暖化対策の観点、また国・地方の苦しい財政状況を踏
まえて税率水準を維持することとされた経緯等を踏まえて、検討すべきとされ
ており、要望は見送られた。

（2）自動車税の引下げ ・「平成 31 年度税制改正までに、安定的な財源を確保し、地方財政に影響を与え
ないよう配慮しつつ、自動車の保有に係る税負担の軽減に関し総合的な検討を
行い、必要な措置を講ずる」とされた。

（3）自動車税における営自格差
見直し反対

・自動車税における営自格差の見直しは阻止することができた。

（4）自動車重量税の道路特定財
源化

・「今後、（エコカー減税の）適用期限の到来にあわせ、見直しを行うに当たっては、政
策インセンティブ機能の強化、実質的な税収中立の確保、原因者負担・受益者負担
としての性格、応益課税の原則、市場への配慮等の観点を踏まえる」とされた。

２．中小企業投資促進税制の延長
及び拡充

・中小企業投資促進税制について、車両総重量 3.5 ｔ以上のトラックについては、
適用期限が２年延長された。

・自動車教習所用の準中型自動車の取得については、中小企業投資促進税制の枠
組みには含まれなかったが、 20% の特別償却が新たに認められた。

３．法人実効税率引下げに伴う代
替財源に係る中小企業への負担
増大反対

・法人実効税率引下げに伴う代替財源として中小企業の負担が増大するような税
制改正は行われなかった。

４．特例措置の延長
（1）自動車取得税のＡＳＶ（先進

安全自動車）特例措置の延長
・適用期限は２年延長された。  ※詳細は P3 参照

（2）自動車税のグリーン化特例
措置の延長

・現行制度のまま適用期限は２年延長された。
  ※詳細は P3 参照

（3）自動車重量税・自動車取得
税のエコカー減税の延長

・一部軽減率等を見直した上で、適用期限は２年延長された。
  ※詳細は P3 参照

（4）中小企業・協同組合等の法
人税率の特例措置の延長

・適用期限は２年延長された。

（5）中小企業・協同組合等の貸
倒引当金の特例措置の延長

・割増率を 10%（現行 12%）に引き下げた上で、適用期限は２年延長された。

（6）低公害車の燃料等供給設備
に係る固定資産税の課税標準
の特例措置の延長

・対象となる設備要件に「政府の補助を受けて取得したこと」を加えた上で、２
年延長された。

５．トラック協会が運営する地域防
災・災害対策関連施設等につい
て固定資産税の軽減措置の適用

・固定資産税の軽減措置の適用について、要望は見送られた。

６．予備自衛官等招集準備金制度
（仮称）の創設

・予備自衛官等招集準備金制度の創設について、要望は見送られた。

※平成 31 年度から、「法人税関係の中小企業向けの各租税特別措置について、平均所得金額が年 15 億円を超える事業年度の適用を停
止する措置を講ずる」とされた。

平成 28 年 12 月 26 日
（公社）全日本トラック協会
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平成 28 年 12 月 26 日

平成 29 年度予算に関する要望と平成 28 年度補正予算・平成 29 年度予算案の内容（速報）

要望事項 平成 28年度補正予算・平成 29年度予算案の内容

１．高速道路料金の更なる引
下げ

１．平成 28 年度補正予算
　平成 28 年度第 2 次補正予算については、平成 28 年 10 月 11 日に国会で成立した。
（1）平成 28 年度末で期限を迎える高速道路料金の大口・多頻度割引の最大割引率

50％について、 ETC2.0 搭載車を対象に、平成 29 年度末まで継続するための予
算として、105 億円が措置された。

（2）荷役作業の効率化・省力化を図ることで、トラック運送業における女性活躍
の推進及び生産性向上を実現するため、テールゲートリフター導入の補助事業
の予算として、3.6 億円が措置された。

２．平成 29 年度予算案
　平成 29 年度予算案については、平成 28 年 12 月 22 日に閣議決定された。トラッ
ク運送事業関係では、以下の内容が措置された。

① 最先端の低炭素型ディーゼルトラック導入補助、大型 CNG トラック導入補助
（39.7 億円）＜環境省連携事業＞

②車両動態管理システム導入支援（40 億円） ＜経済産業省連携事業＞
③環境対応車（CNG トラック、ハイブリッドトラック）普及促進 （6.4 億円の内数）
④事故防止対策（先進安全自動車、デジタル式運行記録計の導入等）支援推進事

業 （11.4 億円の内数）
⑤長時間労働の抑制及び生産性向上に向けた取組（パイロット事業の実施） （0.43

億円）

２．ETC2.0 によるサービス
及び料金割引等の拡充

３．高速道路の SA・PA、道
の駅における駐車スペース
の活用及び整備・拡充

４．環境対策及び省エネ対策
のための補助

５．交通安全対策のための補
助

６．長時間労働抑制のための
諸対策に係る補助・助成の
拡充

７．北海道～本州間のフェ
リー等利用に対する補助・
助成制度の創設
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	 月日：平成29年 1月 24日（火）
	 場所：かごしま県民交流センター
■目的

貨物自動車運送事業の役割と重要性を広く県民に周知する
とともに、運送事業者の資質向上や人材育成を目的に開催

■出席者数
　296名

■内容
第１部　鹿児島県トラック協会の取組みのご紹介（映像）

第２部　講演
　　　　演題：2017年への視座～	世界潮流と日本	～
　　　　講師：寺島	実郎	氏（一般財団法人日本総合研究所会長・多摩大学学長）

平成２8年度物流セミナー
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

平成28年度
桜島火山爆発総合防災訓練に参加

平成29年１月12日(木)

桜島溶岩グラウンド他

初任運転者研修 平成29年１月13日（金）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

■目的
桜島の爆発、地震等による災害発生に際して、各種の災害
応急対策が迅速・適切に行われるよう検証・確認を行い、市
民・県民の防災意識の高揚と知識の向上を図る。

■訓練テーマ
「一人の逃げ遅れも出さないために」
～サブテーマ～「新たな避難体制の構築に向けて」

■訓練内容
末永鹿児島・種子屋
久支部長他県ト協から4
名が参加し、㈱エーシー
ネットワーク（鹿児島・
種子屋久支部）の協力の
もと、毛布や保存食等の
救援物資を避難所へ引き
渡す訓練を行った。

■講師
ドライビングアカデミーONGA	 森田　公也	氏
南九州日野自動車株式会社	 森　　敏明	氏
ブリヂストンタイヤジャパン株式会社	 福崎　　徹	氏

■受講者数
28社 42名

■研修会内容
・トラックの安全な運転に関する基本的事項	等　
・日常点検の方法（トラックの構造上の特性）
・タイヤの特性等（タイヤに関すること )

受講者の声
・講師の話し方が上手で、最後まで楽しんで受講できた
・	日常点検やタイヤ点検の方法等の実技研修がとても勉強
になった
・年に１回実技研修をしてほしい
・ＡＥＤ等の救命救護の研修もしてほしい
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

環境出前講座
（南さつま市立加世田小学校）

平成29年1月14日（土）

南さつま市立加世田小学校

■目的
県ト協が取り組んでいる「菜の花プロジェクト」の活動等を紹介するとともに、誰でもす
ぐに取り組むことが可能な環境保全活動の広報・教育を行うこと

■受講者
同校5年生 96名

■講座内容
地球温暖化に関する説明と自分たちに出来る身近な環境保全活動について、プロジェク
ターを使い、映像を交えながらの講座を行いました。環境に関するクイズが出題されると子
ども達は元気に回答していました。また廃食油を精製したバイオディーゼル燃料で走る車両
を持ち込み、マフラーから出る排気ガスのにおいを嗅ぐという体験をしてもらいました。

受講した児童の感想
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お知らせ掲示板
TOPICS

トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

経済の好循環を実現するためには、下請等中小企業の取引条件を改善していくことが重要であり、
こうした問題意識の下、政府において「下請代金支払遅延等防止法に関する運用基準」における違
反行為事例の充実を始め、関連法規の運用を強化することとされました。政府方針を踏まえ、公正
取引委員会及び中小企業庁では、平成28年 12月 14日に法令の運用強化を行いました。

詳細については、下記の全ト協ホームページをご確認ください。

◆	全日本トラック協会ホームページ
HOME	＞	会員の皆様へ	＞	燃料高騰対策・取引適正化	＞	「下請等中小企業の取引条件の改善に向けて」

降積雪期を迎える中、輸送の安全確保に遺漏のないよう、下記の事項について周知徹底を図り、
事故の防止に努めてください。
◎　	気象情報や道路情報における降雪状況を適時に把握し、以下の対策を講ずることにより、輸送の安全確保に

万全を期すこと。
■　	積雪・凍結等の気象及び道路状況により、早期にスタッドレスタイヤ及びタイヤチェーンを装着するよう徹

底を図ること。なお、スタッドレスタイヤへ交換する際は、ホイール・ボルトの誤組防止、締付けトルクの
管理を確実に行うこと。

■　	点呼時等において、運行経路の道路情報、道路規制情報、気象情報に基づき、乗務員に適切な指示を行うこと。
■　	積雪・凍結時における要注意箇所の把握に努めること。
■　	気象状況が急変し、安全運行が確保できないおそれがある場合は、運行計画の変更等の適切な措置を講ずる

こと。
■　	乗務員に対して、スリップの要因となる急発進、急加速、急制動、急ハンドルを行わないよう指導するとと

もに、道路状況、気象状況に応じた安全速度の遵守、車間距離の確保について指導を徹底すること。
また、全日本トラック協会ホームページに ｢雪道対策について｣ のコーナーが設けられておりま
すので、そちらもご活用ください。

◆	全日本トラック協会ホームページ
HOME	＞	会員の皆様へ	＞	安全対策	＞	雪道対策について

全日本トラック協会では、トラック運送事業が継続してセーフティネット保証（5号）の業種指
定を受けるため、各都道府県トラック協会員の協力を得て 3カ月毎に実態調査を実施し、その結
果を基に、国土交通省・中小企業庁に対して申請を行っています。

トラック運送事業は、平成 28年 12月まで継続して指定されていましたが、今般さらに平成
29年 1月～ 3月についても引続き「業況の悪化している業種」として指定されたことが、経済産
業省・中小企業庁から発表されました。

各支援策の詳細は、鹿児島県トラック協会または経済産業省（中小企業庁）のホームページをご
覧ください。全日本トラック協会ホームページ（経営改善対策）からもリンクしています。

なお、鹿児島県トラック協会では、「信用保証料助成」を行っています。
【1 事業者あたり、保証料 1 ／ 2 助成（上限 10 万円）】ご利用される場合は、下記へお問合せ
ください。

【お問合せ】

・鹿児島県信用保証協会　TEL：099-223-0273　・各金融機関　・鹿児島県トラック協会　経理課　TEL：099-261-1167

下請等中小企業の取引条件の改善に向けて

降積雪期における輸送の安全確保の徹底のお願い

平成28年度第4四半期におけるセーフティネット保証５号再指定のお知らせ
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お知らせ掲示板

整備管理者「選任後」研修のご案内

◆重要◆今年度から事前申込が必要です。

整備管理者に対する研修が下記の通り実施されます。整備管理者は、2年に一回の研修受
講の義務がありますので必ず受講をお願いします。
　鹿児島運輸支局へ選任届出をしている整備管理者が対象です。

開催日時 開催場所 受講対象 定　員

平成29年 2月 23日（木） 鹿児島市民文化ホール
（鹿児島市与次郎2丁目 3番 1号） 全事業者 160名

※鹿児島市民文化ホールで受講される場合は、駐車場料金200円がかかります。
※定員になり次第、締切とします。

■研修時間

13 時 30 分～ 17 時 00 分　（受付 13 時 00 分～）

■受講対象者

１.平成 27年度の整備管理者選任後研修終了以降、新たに選任された者

２.平成 27年度に受講しなかった者

３.受講を希望する者

※	整備主任者研修、自動車検査員研修の受講免除は昨年度より廃止されていますので、整備
管理者に選任されている人は必ず受講ください。

■その他

１．整備管理者手帳・研修受講証をご持参ください。
　なお、お持ちでない人は、研修受講証を交付します。

２．	事前の申込が必要です。別紙申込書に必要事項ご記入の上、受講希望日の1週間前まで
にＦＡＸ（099-262-5500）ください。

３．テキスト代は、無料です。
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お知らせ掲示板

【お問合せ】
(公社)鹿児島県トラック協会　適正化事業課
TEL 099-210-9498　FAX 099-262-5500
(一社)奄美自動車連合会
TEL 0997-52-1900　FAX 0997-52-2582



お知らせ掲示板

平成 28年度国土交通省第 2次補正予算において、「トラック運送業の生産性向上促進事
業（テールゲートリフターの導入に対する補助事業）」が開始されます。

テールゲートリフター（トラック車両の後部に装着して使用するエレベーター（昇降機）の
一種）を導入した事業者に対し、当該導入費用の一部が補助されます。当該機器を導入するこ
とにより、手荷役を解消し、荷役時間を短縮することが可能となることから、本補助事業の実
施により、トラック運送業における生産性の向上及び女性活躍の推進の実現を目指します。

1．補助対象事業者
以下①又は②のいずれかに該当する者が補助対象事業者になります。
①	　以下のア～ウに該当する者であって、当該事業者全体における事業用トラックの保有車両数

が 5 両以上の者
　ア	一般貨物自動車運送事業者
　イ	特定貨物自動車運送事業者
　ウ	第二種貨物利用運送事業者
②　上記①に補助対象機器が装着された事業用自動車を貸し渡す自動車リース事業者

2．補助対象
全ト協が指定するテールゲートリフター
（油圧式荷役省力化装置）
◆	以下の①～③の要件を全て満たす

ものが対象となります。
①	　全ト協が定めるものであること
（該当する型式等は全ト協ホーム
ページを参照してください。）
②　未使用のテールゲートリフターを新たに導入したものであること※1

③	　平成 28 年 8 月 24 日から平成 29 年 3 月 31 日まで※ 2の間に、該当する機器を装着し
た事業用自動車を購入（導入）したもの、又は所有している事業用自動車に新たにテールゲー
トリフターを後付装着し構造等変更検査を受けたもの※3 であること

※1	中古品のテールゲートリフターを導入した場合は対象となりません。
※2 	対象期間内に導入されたものであっても、申請が予算額を超過した場合は補助金が交付されない場合が

あります。
※3 	テールゲートリフターを装着した車両の新車新規登録又は構造等変更検査が平成29年 3月 31日まで

に完了され、かつ支払※4 が平成 29年 3月 31日までに完了したものが対象となります。
※4 	手形や割賦等の清算が完了していない場合や所有権留保の場合は、平成29年 3月 31日までに支払い

の清算や所有権留保の解除等所要の手続きを全て完了する必要があります。

3．補助額等
補助対象 補助率 補助額 補助上限台数

テールゲート
リフター

通常価格の
1/4 以内

左記により、以下の区分に
応じた補助額となります。

1事業者につき3台※１

（補助対象事業者が自動車リース
事業者の場合は、借り受ける運
送事業者につき3台※２）

垂直式 15万円
アーム式 15万円
後部格納式 30万円
床下格納式 30万円

※1 	複数台申請した場合であっても、申請額が予算額を超過した場合は補助金が交付されない場合があります。
※2 	1 つの運送事業者が自社所有車両及びリース車両の両方を申請する場合、その合計台数が補助上限台数（3

台）を超えて補助を受けることはできません。

テールゲートリフターの導入に対する
補助事業のお知らせ

申請日におけるエンジン付きの緑ナンバーの車両数。
軽自動車、被けん引車両は除きます。
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お知らせ掲示板

4．予算額
約 3.6 億円※1

※ 1 	補助は予算額の範囲内で実施いたします。したがって、平成 29年 3月 31日までに導入したも
のであっても、申請額が予算額を超過した場合は補助金が交付されない場合があります。

5．申請者
補助金を申請できるのは、テールゲートリフターを装着した車両の自動車検査証上の「所
有者」※ 1です。
「使用者」ではありませんので、特にリースによる導入の場合は、装着車両の所有者であ
る自動車リース事業者が申請者となりますので注意してください。
※1 	自動車検査証の所有者が補助対象テールゲートリフター装着車両の使用者と異なる場合（所有権

留保等により自動車販売会社や関連会社等が所有者であり、使用者である運送事業者と異なる場
合等。リースの場合を除く。）は、平成29年 3月 31	日までに所要の手続きを行っていただき所
有権を自社所有に変更してください。なお、その際の申請者は最終的な所有者となる当該運送事
業者が申請者となります。

6．申請方法
以下の①又は②のいずれかの方法により申請を行ってください。
①	全ト協へ郵送
　	送付先	〒 160-0004	東京都新宿区四谷3－ 2－ 5	全日本トラック総合会館5階
　	公益社団法人全日本トラック協会	交通・環境部	補助金担当	宛て

●封筒の宛先に、『テールゲートリフター補助金	申請書類在中』と赤字で記載してください。
※1 	郵便事故等による書類の遅延、紛失等に対し、全ト協は責任を負いません。
※2 	郵送の場合は、必ず配達記録の残る「簡易書留」等の発送方法でお送りください。
※3 	申請書類は信書にあたるため、宅配便や一般運送等では取り扱うことはできませんので必ず「簡

易書留」等で送付してください。
※4 	全ト協では郵送のみの受け付けとなります。直接持参による受け付けは行いません。

②	申請者が所在する各都道府県トラック協会へ持参※1

※ 1 	各都道府県トラック協会への申請は、窓口持参のみの受付となります。郵送や宅配便などによる
送付は受け付けられません。

※2 	申請者が自動車リース事業者の申請先は、装着車両の使用者であるトラック運送事業者が所在す
る各都道府県トラック協会となります。

7．申請受付期間

平成 29 年 2 月 1 日（水）から 2 月 24 日（金）まで
※1 	平成 29年 2月 24日（金）を過ぎてからの申請は、いかなる理由であっても受け付けられませ

んので、上記期間内に必ず手続きを行ってください。
※2 	全ト協への郵送の場合は、郵便局の消印が平成29年 2月 24	日（金）までのものを有効とします。

2月 25日（土）以降の消印のものは書類を受理できませんのでご注意ください。

紙面の都合上、主な事項等を掲載・案内をしております。
募集要領や注意事項等の詳細は、執行団体である全日本トラック協会のホームページでご確
認ください。

◆	全日本トラック協会ホームページ
HOME	＞	会員の皆様へ	＞	助成制度	＞	「トラック運送業の生産性向上促進事業」（テール
ゲートリフターの導入に対する補助）について（対象機器を追加しました）
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お知らせ掲示板

平成29年 3月 5日（日）に開催される鹿児島マラソンに伴い、交通規制等が実施されま
す。運行計画にご留意ください。

鹿児島マラソン2017開催に伴う交通規制のお知らせ
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お知らせ掲示板
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(公社)鹿児島県トラック協会長
表彰推薦のご案内

県ト協では、協会の運営並びにトラック運送事業及び運送取扱事業の健全な発展に
寄与するとともに、当該事業の社会的地位の向上に貢献した者の功績を称え顕彰する
ために、県ト協の定時社員総会時に表彰を行っています。
下記基準を満たされる役員、運転者、従業員を是非ご推薦ください。

1.	表彰基準

役　　員

○	協会の会員並びに会員事業所の役員として 10年以上その業務に精励し、
当該事業の発展に寄与し、その功績が顕著な満40歳以上の者

○	協会の役員として 10年以上その業務に精励して協会の発展に寄与し､ そ
の功績が顕著な満45歳以上の者

運転者・従業員

○	運転者にあっては、同一事業所にそれぞれ10年、20年及び 30年以上勤
務し、その間勤務成績が優秀な者

○	従業員（運転者を除く）にあっては、同一事業所にそれぞれ20年及び 30
年以上勤務し、その間勤務成績が優秀な者

○	全国競技大会において入賞するなど、協会又は協会の会員事業の社会的評
価を高めた者

○	危難をかえりみず職責を遂行し、又は重大な事故を未然に防止し、その功
績が顕著な者

○	有益な発明、考案、改良又は研究を行い、運送事業に著しい貢献をした者

2.	期間の算定
3月末日をもって計算する。

3.	提出書類
推薦書及び委任状（運転記録証明書交付手続き用）
※	鹿児島県トラック協会ホームページの「お知らせ」もしくは「会員専用ペー
ジ」よりダウンロードください。又は県ト協までご連絡ください。

4.	提出期限
平成29年 3月 31日（金）

【お問合せ・提出先】

公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課

TEL：099-261-1167

情報
BOX
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無事故事業所表彰のご案内

県ト協では、平成27年度より標記表彰制度が新設されています。
会員の皆様において、下記基準を満たされる事業所をご推薦ください。

目　　的

大量の輸送需要が発生し物流が集中する年末時期に、交通事故防止及び運転者
等への交通安全意識の高揚に貢献した事業所の功績を讃え表彰する。

表彰基準

○毎年11月 1日から 12月 31日までの 2箇月間に、人身事故又はその他の
事故（自動車事故報告規則に基づく事故）がないもの　（※平成28年 11月
1日から 12月 31日）
○毎年 4月 1日から申請の日までの間に、関係法令による行政処分（車両の
使用停止、警告、勧告）及び指示（最高速度違反行為、放置行為、過積載運転、
過労運転、飲酒運転、無免許運転）を受けていないもの（※平成28年 4月
1日から申請日）

選 考 等

表彰基準を満たしているかを審査し、毎年度定時社員総会において表彰する。

提出書類

○推薦書（別紙様式１）
○運転経歴証明書の写し（表彰対象期間が含まれているもの）
※鹿児島県トラック協会ホームページの「お知らせ」もしくは「会員専用ペー
ジ」よりダウンロードください。又は県ト協までご連絡ください。

提出期限

平成29年 3月 15日（水）

【お問合せ・提出先】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課
TEL：099－261－1167

安全性評価事業
(Ｇマーク )

対象表彰

情報
BOX
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平成28年度第 2回運行管理者試験が3月 5日（日）鹿児島国際大学にて実施され
ますが、県ト協では標記講習会を下記のとおり開催します。受講希望者は、「運行管理
者試験対策事前講習会受講申込書」に必要事項をご記入の上お申し込みください。
近年の運行管理者試験は非常に難しくなっており、また、今回も前回の試験でも高
い合格率へと導いていただいた嘉村氏を講師としてお招きしますので、今回試験を受
ける方はぜひ本講習を受講されることをお勧めします。

前回の運行管理者試験における合格率
鹿	児	島	県　	（全	国） 事前講習会受講者

平成28年度第 1回（H28.8.28 実施） 29.4%　	（30.2％） 47.4%

1. 開催日時・定員
日　　時 場　　所 定　員

① 平成 29 年 2 月 25 日（土）
　9:00～ 17:00（受付 8:30～）

鹿児島県トラック研修センター 2 階大講堂
鹿児島市谷山港2-4-15

100名

※定員になり次第、締切とします。
2. 講 　 師	 九州トラック交通共済協同組合　常務　嘉村公成　氏
3. 受 講 料	 2,000 円（テキスト代含む）　※当日、受付でお支払ください。
	 （※鹿児島県トラック協会の非会員事業所は受講料が5,000円となります）
4. テキスト	 講習会で使用するテキストは講師が監修したものを使用します。
　　　　　　　※過去の出題問題も含めてより実践的な講習を予定しています。
5. 申込締切	 ２月 17 日（金）までにＦＡＸでお申込みください。
6. そ の 他	 ※	駐車場は、鹿児島運輸支局構内（鹿児島市谷山港 2丁目 4番 1号）

になります。
	 講習会会場には駐車できませんのでご注意ください。
	 ※昼食は各自ご準備ください。
	 ※筆記用具はご持参ください。
	 ※この講習は受験資格を得るための講習（基礎講習等）ではありません。

【お問合せ・お申込み】

公益社団法人鹿児島県トラック協会　適正化事業課

〒891-0131　鹿児島市谷山港2-4-15　TEL:099-210-9498　FAX:099-262-5500 　　　　

運行管理者試験対策事前講習会　受講申込書

■事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■連絡先（TEL）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　	

受講者氏名 受講者氏名

運行管理者試験対策事前講習会のご案内
情報
BOX



「大型車・特車通行許可制度等及びETC2.0を
活用した賢い物流管理」講習会のご案内　

大型車・特殊車両通行許可に関しては「道路の老朽化対策に向けた大型車両の適正
化方針」が平成 26年 5月 9日に発表され、それに基づき様々な改正が平成 27年度
中に実施されています。
また、昨年7月に国交省より ETC2.0 を活用した賢い物流の発表があり、特車ゴー
ルド制度による初めての特殊車両の自由走行・自動更新が本年 1月より実施されてい
ます。
物流の効率化への効果が大いに期待されており下記のとおり講習会を開催します。
大型車両を保有している事業者は、特に受講されることをお薦めします。

１．開催日時	 平成 29年 2月 24日（金）13：30～ 16：00

２．開催場所 	 鹿児島県トラック研修センター　2階大講堂
	 （鹿児島市谷山港2丁目 4-15）

３．講習会内容	「大型特殊車両に係る最近の法令・通達改正状況について」
	 「ETC2.0 装着車への通行許可簡素化（特車ゴールド制度）について」
	 「ETC2.0 と車両制限令違反者に対する割引制度の見直しについて」

４．講　　　師	（公社）全日本トラック協会　輸送事業部

５．定　　　員	 約 100名　※	同一事業者より複数名受講可（定員になり次第締切り
ます。）

６．参加申込方法	 	下記申込書にご記入の上、2月 17日（金）までに FAX（099-262-
5500）にてお申込みください。

７．そ　の　他	 ※	駐車場は限りがありますので乗合せをお願いします。駐車できな
い場合は、鹿児島運輸支局に誘導する場合があります。

「大型車・特車通行許可制度等及び ETC2.0 を活用した
賢い物流管理」講習会受講申込書

会社名

参加者氏名

【お問合せ】

公益社団法人鹿児島県トラック協会　適正化事業課　

TEL:099-210-9498　ＦＡＸ:099-262-5500

情報
BOX



環境対策や交通安全対策などへの対応するため、企業の幹部・管理者は、厳しい時
代環境の中で的確な判断能力を持って業務に取り組む必要があります。
そこで、幹部・管理者として必要な考え方や知識、スキルを習得し、幹部・管理者
としてのあり方を学び、参加者の相互交流と相互啓発を通じて、スキルアップするこ
とを目的とした研修会を下記のとおり開催します。
参加ご希望の方は、2月10日（金）までに下記受講申込書にてFAX（099-261-3113）
でお申込みください。

１．日　　　時	 平成 29年 2月 18日（土）　9：00～ 16：30
	 ※	昼食はこちらで準備します。

２．場　　　所	 鹿児島県トラック研修センター　2階大講堂
	 　鹿児島市谷山港2丁目 4－ 15
	 　TEL　099-261-1167
	 　FAX　099-261-3113

３．講　　　師	 綾部　淳　氏　　綾部総合教育研究所　所長（予定）

４．研修内容	 ・幹部管理者としての立場・心構え
	 ・幹部管理者としての問題の分析と解決能力
	 ・組織をまとめるリーダーシップ
 　※全ての研修を受講した方に修了証を交付致します。

５．人　　　員	 20名（先着順）

６．研修受講料	 会員事業者：1,000円／人　　非会員事業者：5,000円／人
	 ※	研修受講料については、当日徴収させていただきます。

７．申込締切	 2月 10日（金）

研修内容は変更になる
場合があります。

幹部・管理者研修のご案内

幹部・管理者研修受講申込書

情報
BOX



業界における経営管理者層の資質の更なる向上を図り、経営基盤の一層の強化を目指す観点
から、会員事業者の経営者・管理者等を対象に、中小企業大学校において実施される経営戦略
等の講座を受講された場合、受講料の３分の２を助成します。（県ト協３分の１、全ト協３分の１）

●制度の対象となる講座　【今年度の助成対象は、短期講座のみとなります。】

（１）トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座

（２）実践的な財務管理、利益計画等に関する講座

（３）管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座

（４）女性リーダーの能力開発等に関する講座

（５）情報化、システム構築に関する講座

（６）その他物流事業にかかわる講座

●手続きフロー

※ 1 会員からの複数の申込みも妨げませんが、申込みが多い場合は人数を調整いたします。（ただし、定款第５
条（1）普通会員の「イ」にあたっては、１名とします。）

※「受講申請通知書」「誓約書」「受講修了通知書」は県ト協ホームページからもダウンロードできます。

受講料３分の２を助成します！

①別紙「受講申請通知書」、「誓約書」を提出

②受講承認通知

③講座の申込み及び受講料の納付。受講

④受講終了後、「受講修了通知書」、「受講修了証書（写）」、
「振込金受取書（写）」を添えて助成金申請

⑤助成金の支払い（受講料の３分の２）

会員事業者

県ト協

中小企業大学校

県ト協

※申込締切日は原則、受講日の20日前までとなります。

※申込み状況については、事前にお問合せください。

【中小企業大学校人吉校講座スケジュール】

平成28年度
中小企業大学校講座受講促進助成制度のご案内

情報
BOX
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EMS機器・ETC2.0車載器・ドライブ
レコーダ導入促進助成事業に係る
対象機器追加等のお知らせ

県ト協及び全ト協では標記助成事業を実施しておりますが、下記の通り助成対象機
器が追加、削除されましたのでお知らせします。	なお、同一事業において国の補助金
が交付される場合、県ト協・全ト協は助成金を交付しません。

EMS追加機器

・エムビジュアル
　機器名称：SKYEYEDMS　 型式：RYK-CC201　
 デジタコ型式指定番号：自 TDⅡ-67

ETC2.0追加機器

・富士通テン㈱
　型式：DSRC113          型式登録番号：2035

ドライブレコーダ追加機器 

・コムテック （簡易型）
　名称：i-safe simple GPS 型式：DC-DR411（T）     

・シルバーアイ （簡易型）
　名称：2 カメラセパレートドライブレコーダー 型式：DR-1200J  

・日本ヴューテック （簡易型）
　名称：小太郎 4ch  型式：VHR-400M 

・JK TECH （簡易型）
　名称：ドライブレコーダー 型式：S-2500 

・シルバーアイ （標準型）
　名称：ドライブレコーダー 型式：STX-001

ドライブレコーダ対象外機器

・㈱青木製作所 （簡易型）
　装置名称：ドラレコ１TR 型式：AMEX-A01GTR

情報
BOX
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助成金制度の締め切りが迫りました！

平成 28年度各種助成金（低公害車を除く）が 2 月 28 日（火）をもって受付終了
となります（原則）。まだ報告書（請求書）を提出されていない会員事業者は、早めに
ご提出ください。不明な点につきましては、労働・環境課までご連絡ください。

【お問合せ】
公益社団法人 鹿児島県トラック協会　労働・環境課
TEL:099-261-1167　　FAX:099-261-3113 

入退会紹介

入会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

平成28年12月26日 一 般 株式会社　エスケイ物流 西村　英理 鹿 児 島 ･
種子屋久支部

普通車 9両

小型車

入　会

情報
BOX
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Ｇマークでは、
事業所内（営業所）で安全対策会議の定期的な実施等の取り組みを評価の対象としています。
具体的な内容としては、下記の通りです。

ご不明な点がございましたら、適正化事業課までお問合せください。

Gマーク
だより 
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安全対策会議議事録の記載例を掲載いたします。参考にしてください。

議事録には、下記の項目を必ず明記してください。
・いつ　　　　　（実施した年月日　※年の記載もれに注意。）
・どこで　　　　（場所）
・誰を対象に　　（出席者：当該事業所運転者、管理者等）
・どのような内容（会議内容：車両の交通事故防止に関する内容）

Gマーク
だより 
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適正化だより
平成28年（12月）巡回指導結果

巡回指導結果では、B評価（適の割合：80％以上）及び E評価（適の割合：60％未満）が24％でした。

指導評価区分では「Ⅲ．運行管理等」が 27.2％、「Ⅴ．労基法等」が 29.7％の指摘となっております。

36 協定の未届出について指摘が多くなっております。

アイドリングストップのお願いについて
一般の方から、アイドリングストッ
プのお願いがありました。

コンビニ等で休憩をされるドライ
バーの方も多くいらっしゃると思い
ます。

エンジンを掛けたまま、長時間の休
憩・仮眠をされることにより、エン
ジンの振動と騒音で近隣に住まわれ
る住民の方が大変迷惑をされている
とのことでした。

地球温暖化をはじめ大気汚染、騒音
等の防止のため、アイドリングス
トップにご協力ください。

トラック協会では、トラックドライ
バーが休憩、荷待ち等におけるエン
ジン停止時に相当時間連続して使用
可能なエアヒータや車載バッテリー
式冷房装置等のアイドリングストッ
プ支援機器の導入を行う会員の皆様
に対して、取得金額の一部を助成し
ております。

ぜひご活用ください。

その他ご不明な点等ありましたら、トラック協会適正化事業課までお気軽にご連絡ください。	
（公社）鹿児島県トラック協会	適正化事業課：TEL099－ 210－ 9498

巡回指導評価別結果 (平成28年12月)

21 件
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Ⅰ. 事業計画等
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより適正化だより

タイトル支部・部会開催状況

月　日 行事名 場　所

1月13日（金） 平成28年度薩摩南支部労働安全セミナー 和懐おお田（枕崎市）

1月17日（火） 平成28年度第 3回薩摩南支部役員会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

1月19日（木） 平成 28 年度第 5 回薩摩北支部役員会
出水運輸センター㈱
（出水市）

1月21日（土） 平成28年度第 4回大隅北支部役員会
レストラン赤坂
（曽於市）

1月24日（火） 鹿児島谷山支部定例会及び新年会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

月　日 行事名 場　所

1月20日（金） 青運会定例研修会 宝山ホール（鹿児島市）

支　部

部　会

会員の声
平成28年度薩摩南支部労働安全セミナー
支部の労働安全セミナーに出席し、社会保険労務士の説明による「ストレス
チェック制度」の必要性を強く感じました。なお、職場のストレスは、1 番目
に「職場の人間関係」であり、その
状況を最初に把握するのは職場の上
司など管理監督者とのことで、風通
しのよい職場環境を整えることが重
要だとあらためて認識しました。今
後もこのようなセミナーに積極的に
参加したいと思います。
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資料データ資料データ

積載物としては、残土・砂利・砕石・鋼材の違反が多く、業種では建設業が 14 件となっています。

鹿児島県トラック協会に寄せられた主な苦情内容  （平成28年12月）

◉ 従業員に対して賃金が適正に支払われていない事業者がある。
◉ トラックがフロントスクリーンを装着し走行している。非常に危険である。
◉ 夜間、コンビニの駐車場では、アイドリングストップをお願いしたい。エンジンの振動

と騒音で大変迷惑している。

過積載違反状況　平成28年12月分　　　
資料:鹿児島県警察本部

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

■砂　利 0 0 0 3 0 0 0 3 3
■残　土 0 3 1 4 0 1 1 8 9
■砕　石 0 1 0 2 0 0 0 3 3
■木　材 0 1 0 0 0 1 0 2 2
■鋼　材 0 0 0 2 0 1 0 3 3
■水産物 0 0 0 1 0 0 0 1 1
■その他 0 0 0 1 0 0 0 1 1
合　計 0 5 1 13 0 3 1 21 22

20

15

10

5

0

【積載物・違反取締状況（H28.4 ～ H28.12）】

過積載取締り状況(件数)
年     月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 累計
H27 10 6 3 1 2 1 1 2 2 0 1 0 28
H28 5 1 2 1 3 1 0 5 4 22

4 件の違反がありました。（自家用4件）
また、通行指示書※が4件交付されております。
※通行指示書交付とは、違反現場から目的地までの通行方法について指示をした場合。

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

■鋼　材 1 1 0 2 2
■残　土 1 0 1 0 2 2
合　計 0 1 0 2 0 1 0 4 4

1
2
3
4
5

【積載物・違反取締状況】
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資料データ資料データ
鹿児島県内における交通事故の発生状況

１　平成２８年中の交通事故発生状況

発生件数 死者数 傷者数
平成 28 年 7,474 65 8,838
平成 27 年 8,034 77 9,542
増 減 － 560 － 12 － 704

発生件数 死者数 傷者数
平成 28 年 164 3 199
平成 27 年 161 4 191
増 減 ＋ 3 － 1 ＋ 8

県内の交通事故状況 営業用貨物自動車の交通事故状況
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7
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8

2

8

1
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1

15人
37％

8人
19％

15人
37％

1人2％
2人5％

27人42％

10人15％

18人28％

10人
15％

人対車両
18人
28％

車両相互
22人
34％

車両単独
24人
38％

月別死者数の推移

【県内の交通死亡事故状況】   

年代別死者数

事故類型別死者数 ブロック別死者数状況

状態別死者数

高齢者状態別
歩行中

自動車運転中

自動車同乗中

原付運転中

自転車乗用中

自動車乗車中

二輪乗車中

自転車乗用中

歩行中

28年

H28 H27 過去 5 年平均

高齢者
60～ 64
50 ～ 59
40 ～ 49
30 ～ 39
25 ～ 29
若者

子ども

路上通行中
路上横断中
路上停止中

路上横臥
その他

正面衝突
追突

出会い頭
追越追抜時

右折直進
その他

工作物衝突
駐車車両衝突

路外逸脱
転倒

その他

鹿　児　島
南　　　薩
北　　　薩
姶良・伊佐
曽於・肝属
熊　　　毛
大　　　島
高　　　速

人
対
車
両

車
両
相
互

車
両
単
独

27年

※  前年より発生件数、傷者数ともに増加

高齢者死者数は全体の 63.1％

鹿児島ブロックは全体の 27.7％を占める
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資料データ資料データ
軽油価格調査報告

（平成28年11月分　資料:全日本トラック協会）

●単純集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

85.66	 78.52	 84.91	

●元売別集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

J X 日 鉱 日 石 84.89	 77.04	 87.37	

出 光 86.14	 77.19	 85.89	

昭 和 シ ェ ル 87.02	 77.85	 86.00	

エクソンモービル 77.73	 77.60	

キ グ ナ ス

コ ス モ 84.83	 79.20	 81.00	

そ の 他 86.34	 81.14	 82.55	

●月間購入量別集計表　
月額購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 85.52	 78.55	 84.87	

30～50キロリットル未満 88.49	 81.39	 80.30	

50～100キロリットル未満 75.69	 90.00	

100キロリットル以上 76.50	

●支払期限別集計表　
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 86.06	 82.37	 85.02	

30～60日未満 84.50	 77.70	 83.46	

60日以上 89.51	 76.74	 92.42	

●軽油価格推移表　

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

※上記価格には消費税が含まれておりません。

60

80

100

平成 28 年 11 月平成 28 年 10 月平成 28 年 9 月平成 28 年 8 月平成 28 年 7 月平成 28 年 6 月

スタンド平均 ローリー平均 カード平均

75.75 74.60 74.01 73.83 76.06 

78.52 
84.72 83.97 

81.41
 

80.66
 81.88 84.91 

84.60 83.45 
80.40

 83.50 84.91 85.66 
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資料データ資料データ 平成29年1月
協会の動き

◆ 1月 4日（水）●仕事始め式

◆ 1月 5日（木）●鹿児島県中小企業団体中央会年始会

◆ 1月 6日（金）●新春政経懇話会

◆ 1月 10 日（火）●鹿児島県運輸関係新年賀詞交歓会

◆ 1月 12 日（木）●全国専務理事業務連絡会議
●桜島火山爆発総合防災訓練

◆ 1月 13 日（金）●初任運転者研修
●原子力防災訓練に係る第 3回全体会議
●薩摩南支部労働安全セミナー

◆ 1月 14 日（土）●環境出前講座（南さつま市立加世田小学校）
●運行管理者等一般講習

◆ 1月 16 日（月）●運行管理者等基礎講習
●整備管理者「選任前」研修
●叙勲 ･褒章受章祝賀会（旭日双光章、黄綬褒章）

◆ 1月 17 日（火）●第 3 回薩摩南支部役員会
●高速道路料金に関する鹿児島県への要望活動

◆ 1月 18 日（水）●桜島火山爆発総合防災訓練意見交換会・交流会

◆ 1月 19 日（木）●第 5 回薩摩北支部役員会

◆ 1月 20 日（金）●青運会定例研修会

◆ 1月 21 日（土）●第 4 回大隅北支部役員会

◆ 1月 23 日（月）●整備管理者「選任後」研修
●鹿児島県経営者協会新年例会

◆ 1月 24 日（火）●全ト協新年賀詞交歓会
●物流セミナー
●第 2回鹿児島労働局安全衛生労使専門家会議

◆ 1月 25 日（水）●全ト協第 53 回適正化事業業務検討委員会
●「2016 セーフティー・チャレンジ 180」交通安全コンテスト抽選会

◆ 1月 26 日（木）●運行管理者試験事務担当者研修会

◆ 1月 27 日（金）●第 3 回大隅南支部役員会
●第 2回大隅南支部定例会
●第 3回薩摩中央支部定例会及び荷主セミナー

◆ 1月 28 日（土）●職員採用試験（筆記試験）
●原子力防災訓練

◆ 1月 30 日（月）●第 5 回総務委員会

◆ 1月 31 日（火）●適正化事業幹事会
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協会の行事予定
◆ 2月 2日（木）●適正化事業指導員全国研修「スキルアップ研修」（～ 3日）

●環境出前講座（姶良市立柁城小学校）

◆ 2月 3日（金）●第 4回経営・近代化促進委員会

◆ 2月 4日（土）●全ト協青年部会九州ブロック大会

●大隅地区ダンプ部会交通安全セミナー

◆ 2月 6日（月）●第 2回セメント部会役員会

◆ 2月 7日（火）●安全衛生表彰伝達式
●陸運災防指導員会議

◆ 2月 8日（水）●第 3回トラビジョン 21 委員会
●第 2 回鹿児島・種子屋久支部定例会及び交通安全セミナー
●全ト協ダンプトラック部会正副会長他会議

◆ 2月 10 日（金）●高速道路交通安全協議会・理事会
●南九州高速道路交通安全協議会会議

◆ 2月 11 日（土）●職員採用試験（面接試験）

◆ 2月 13 日（月）●第 3 回物流効率化委員会

◆ 2月 15 日（水）●第 3 回適正化事業対策委員会
●全ト協広報業務担当者会議
●九州・沖縄ブロック支部長・事務局長会議及び懇親会（～ 16 日・陸災防）
●地域に輪を広げ次世代に繋がる植樹活動植樹式（曽於市）

◆ 2月 16 日（木）●全ト協第 108 回交通対策委員会
●第 5回経営・近代化促進委員会

◆ 2月 17 日（金）●第 2 回大隅支部定例会

◆ 2月 18 日（土）●幹部・管理者研修

◆ 2月 21 日（火）●環境出前講座（肝付町立高山小学校 )

◆ 2月 22 日（水）●第 3 回労働・安全・環境対策委員会
●全ト協適正化事業委員会

◆ 2月 23 日（木）●整備管理者「選任後」研修（全事業者）
●第 3回（公社）全日本トラック協会青年部会全国代表者協議会

◆ 2月 24 日（金）●特車講習会
●（公社）全ト協青年部会全国大会

◆ 2月 25 日（土）●運行管理者試験対策事前講習会

◆ 2月 27 日（月）●第 6 回総務委員会

◆ 2月 28 日（火）●全国適正化事業部（課）長業務連絡会議（西ブロック）

平成29年2月
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行事予定だより（平成29年）

開催月 開催日 行事名 開催場所

平成 29年

2月

18 日（土） 幹部・管理者研修 鹿児島県トラック研修センター

23 日（木） 整備管理者「選任後」研修（鹿児島運輸支局主催）鹿児島市民文化ホール

24 日（金）「大型車・特車通行許可制度等及びETC2.0 を活用した賢い物流管理」講習会 鹿児島県トラック研修センター

25 日（土） 運行管理者試験対策事前講習会 鹿児島県トラック研修センター

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

鹿児島県トラック協会年間行事予定表
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

厚生労働省冊子「重大な労働災害を防ぐためには」からトラック・荷台等からの墜落・
転落による死亡災害の事例をご紹介します。労働災害防止対策としてご活用ください。

トラック・荷台等からの墜落・転落による死亡災害の事例
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

標記冊子では、前ページのような災害パターン別の労働災害防止対策について掲載さ
れています。
荷役災害等における安全対策の適切な実施のため、厚生労働省と独立行政法人労働者
健康安全機構労働安全衛生総合研究所において作成されました。
労働安全衛生総合研究所ホームページからダウンロードできますので、ご活用ください。

厚生労働省冊子「重大な労働災害を防ぐためには」発行のご案内

重大な労働災害を防ぐためには
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

陸上貨物運送事業月別死傷災害発生状況

県内業種別死傷災害発生状況（累計）

県内の死傷災害形態別発生状況（平成 28 年）

鹿児島県内における労働災害の発生状況（12月末現在）
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～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容

http://www.kta.jp
〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp

Kagoshima truck information

「ちょっと飛ぶドラゴントラック」平成28年度「夢のあるトラック」絵画コンクール　3年生部門最優秀賞　霧島市立青葉小学校 若松春稀さん

お知らせ掲示板
下請等中小企業の取引条件の改善に向けて
降積雪期における輸送の安全確保の徹底のお願い 

など

情報ボックス
(公社)鹿児島県トラック協会長表彰推薦のご案内
無事故事業所表彰のご案内
運行管理者試験対策事前講習会のご案内 など

TOPICS
平成28年度桜島火山爆発総合防災訓練に参加
初任運転者研修
環境出前講座（南さつま市立加世田小学校）

巻頭
平成29年度税制改正等に関する要望と結果
平成２8年度物流セミナー


